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海を渡る鳥は、波間を漂う流木に憩うという。離婚一それは旅の半ばの一つの出来事。

新たな旅立ちをした女たちはいま手をとり合い、女であるがゆえの偏見と差別に向きあう。

ハンド・イン・ハンドは、生きやすい社会をめざし支えあう女たちの、流木である。

『わたしができること』を精一杯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まどか
　　　　　　　　　　　　　　　ハンド・イン・ハンドの会代表円より子

　内閣不信任案否決と菅総理退陣騒動にはあきれ果

てて怒りすら覚えた人が多かったのではないでしょ
うか。

　3月11日の大震災直後の爆発による高い放射能漏
れのため着の身着のまま退避を余儀なくされ避難所

暮らしをしている人たち、その地で農業・牧畜業・

漁業・物づくりや商売等々をしていた人たちは住ま

いや地域・文化・なりわい全てを失ってしまったの

です。そして今もどんどん放射能はばらまかれ続け

ていて、福島市や郡山市の放射線量も高くなってい

る。一刻も早く原発事故を収束させるためには、東

京電力任せにはせず、「非常事態」と認識して安全保

障会議を開き、国内だけでなくIAEAや米仏露など

の英知を集めて事故の収束をと、3月中に官邸にも

意見具申をしたのですが、「菅さんはパニックになっ

ていて誰の意見も聞こうとしないのです」という話

に、暗澹たる思いになりました。

　仮設住宅の抽選に当たっても光熱費や食費を出せ

るあてがないため入居できない人がいます。原発の

ことだけでなく、津波の被災で大事な家族友人、そ

して家も船も田畑も失った人たちにも早急な手当て

が必要なのに後手後手にまわっている。もちろん菅

内閣も必死だし、被害が余りにも大きすぎたという

こともわかっています。だからこそ、議員も官僚も

東電も一致団結してやらなければならないのに、「こ

の総理じゃやってられない」という空気が充満して

きたのです。自分が言ったのに他人のせいにする。

正確な情報を出さない。自分の力を過信し、人を信

用しない。人に功を渡さず、自分の功にする。責任

を絶対とらない。こんな総理に官僚の人たちは苦り

きっています。でも彼らは懸命に働いている。た
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だ、司令塔がいなければ難局は乗り切れません。

　だから不信任はやむをえなかったのです。それで

も菅さんが自発的にやめてくれれば、と誰もが思っ

ていた。そこに菅さんはっけこみ、党を割りたくな

い鳩山さんの気持ちを利用し、代議士会でやめるよ

うな素振りを見せた。テレビで観ていた私は「これ

は辞めると言ってない。危ない。」と思ったけれど、

結果は不信任案否決。満面の笑みを浮かべて、菅さ

んは「辞任なんて言っていない」。鳩山さんは「うそ

つき。ペテン師」と。悲しいというか情けないとい
うか。

　話を変えましょう。ハンドの会報は会員同士の意

見・情報交換の場としてスタートしたので、初期の

頃はみなさんのお手紙をそのまま載せていました。

毎日、全国から手紙が来ていたんです。それぞれの

実体験が共感を呼び、その情報が役立つことが多

く、また手紙が来るという状況でした。

　今回、アンケートを皮切りに「老後への思いと実

生活」を取材して載せさせていただくことにしたの

も原点に帰る気持ちです。ハンドの女性たちは決し

て裕福ではないし景気の動向に振り回されがちです

が、みんな地道に資格を取ったり頑張っています。

　そのひとつの面白い試みを知りました。ハンドの

会員は多士才々ですが、たとえば社会保険労務士のS

さんは「メール無料年金相談」、司法書士の1さんは

「相続・遺言状作成と後見人について」等々、「私が

提供できること」をリストアップして会員相互で活

用しあっているのです。合宿でも料理・占い・ヨガ

などの「達人」がいっぱい。それぞれの特技で支え

あうのはいいですね。みなさん、ハンドに特技を連

絡してください。
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次号の発行は9月上旬予定です♪
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「老後アンケート」 結果報告②
《回答者属性》　別居中・離婚している方51名。うち40歳代が19％、50歳代が49％。住まいは関東圏が40％、

関西圏が30％。最終学歴は大学・大学院が45％、短大・高専が30％と高学歴。平均離婚年数16年、
1世帯あたりの平均人数は1．7人。子どもの平均年齢は25歳で社会人が6割。うち親との同居は3割。

ll．アンケート第二部　【老後とは？】

●老後とは70歳から。45％の人は頼れる人がいない。

子育てが終わり、やがて迎える老後は、どんな老後になる

のでしょうか。

　『老後に頼れる人がいるかどうか』［A］の回答は「いる」

（55％）、「いない」（45％）でした。

また『病気や悩みがあった時に誰に連絡をしますか』［B］

の回答（重複回答）は、子ども（49％）、友人・知人
（37％）、親（27％弱）、兄弟姉妹（24％）、連絡しない

（100／o）でした（図1）。内閣府（平成18年）の調査では「心

の支えとなっている入」の問いに、「配偶者またはパート

ナー」（64％）、子ども（53％）、孫（18％）、親しい知人・

友人（13％）という回答でしたが、「配偶者またはパート

ナー」の代わりに、ここの回答者は「友人・知人」を頼っ

て、心の支えとなってもらっているようです。

　［A】の質問で「いない」とした人で、［B］の連絡先に　ノ1

　　　　《図1：誰に連絡しますか》
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X　「子ども」を書いた人が35％、同じく［A］の質問

で「いる」とした人で、［B］の連絡先に「子ども」を

書いた人が70％でしたが、「老後に頼れる人がいる」

人の方が「子ども」を頼りにしているようです。

　次に、［A］の質問で「いる」と答えた人に「頼れる

人との物理的距離」を尋ねたところ、「近所に住んで
いる」（40％）、「片道1時間ぐらいの所」（25％）、「同

居」（20％）で、計85％の人が、頼れる人が比較的近

くにいると答えていました。

　老後の住まいについては、「自分の家」（75％）が

断然1位で、次は「気の合う人と家をシェア」（10％）、

それから「子どもの家」と「民間介護施設」（各8％）

でした。「気の合う人」が「子ども」を上回ったとい

うことは、新しい老後のありかたなのかも知れません。

　次は言葉の概念について考えてみましょう。私た

ちはこのアンケートで何度も「老後」という言葉を

使ってきましたが、皆ざんのイメージする老後とは

具体的にいくつからでしょう。一番多かった回答は
「70歳」（35％）、次が「65歳」（30％）でした。幅

を広げて「70三代」（70歳・75歳）とすると50％、

「60歳代」（60歳・65歳・68歳）は40％、「ジャス

ト80歳」が10％でした。老後を「60歳」とした人
の83％は50歳代以下で、60歳代の90％は老後を「70
歳以降」と考えていました。「80歳」とした人は40

歳代から70歳代に及んでいました。世間では65歳
から「高齢者」と呼びますが、「老後」を80歳から
と考えるのも素敵なことです。

●老後は向学心をもって、友人と楽しく。

　次に『老後のイメージ』（図2．重複回答）をみてみ
ましょう。結果は「想像できない」（45％）、「ざみしい」

（25％）、「楽しい」（20％）、「悲しい」（8％）、「明る

い」（2％）、「その他」（14％）でした。「ざみしい」と

「悲しい」を合わせると33％、これは、ちょっと、ざみ

しくて悲しい結果です。「その他」には、「ゆっくり」「し

かたがない」「静かで穏やか」「明るくもあり、楽しくも

あり、さみしくもあり、どれかに決められない」「仕事

をしながら友人や孫と楽しむ」などがありました。「想

像できない」という答えが多いように、老後をイメージ

するのは難しいようです。誰もがいずれ迎える老後、皆

ざんのイメージはいかがでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次頁へ※

《図2：老後のイメージ》
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X
　　そして、『老後の生き甲斐』（重複回答）では、「趣

　味・習い事」と「勉強」（合わせて85％）、「友人関係」

　（50％）、「仕事」「地域のボランティア」（各25％）、

　「家族」（20％）の回答順でした。内閣府「平成22

　年版高齢社会対策」では高齢者の生き甲斐を感じる

　時の1位が「子どもや孫との団らんの時」（48％）、

5位が「友人や知人と食事、雑談している時」（33％）

でしたので、ここでの回答者がいかに「友人関係」

を「家族」以上に大切にしているかが分かります。

回答者の皆ざんは、「老後は向学心を持ち、気の合

う友人と楽しく過ごし、子どもに依存しない生活」

ということになるのでしょう。

●不安。でも子どもの世話にはなりたくない？

　ざて、老後を迎えた時、どんな不安を持つのでしょう

か。『老後の不安』（図3．重複回答）で、圧倒的に多い

のが「経済的基盤」と「自分の健康・病気」（各75％）

で、全体の4割の回答者が「経済的基盤」を一番不安

なこととしています。続く順位は20％台で、「日常生活
が不自由になる」「親の介護」「住まい」「気力がなくなる」、

10％台で「リストラ含む仕事の維持・確保」となりま
す。従って老後の不安は、「経済的基盤」と「健康・病気」

に集約ざれるといっても過言ではないでしょう。

　備えあれば憂いなし、といいますが、『老後のために
必要なもの』（重複回答）は何でしょうか。「経済的準備」

（85％）、「体力維持・体力増進」（70％）、「趣味や余暇

の充実」及び「地域の友人・知人

との関係」（各50％）、「公的サー

ビスの充実」及び「家族関係の充
実」（各35％）、「情報収集」（25％）、

「いきつけの場所づくり」（20％）

と続き、ここでも『老後の不安』

と同様、「経済」と「健康」がベ

スト2を占めています。そして、

「家族関係の充実」が6位という

結果、皆ざんはどう思われますか。

　その「家族関係」とも関連しま

すが『老後子どもに求めるもの』

（重複回答）の質問に、圧倒的に

多いのは「世話をかけたくない」

（65％）で、次に「たまに会えれ

ばいい」（40％）、「近くに住みた

い」（30％）でした。子どもに　ノ冒

＼期待をせず、控えめな親でいたいとでもいうのでしょ

うか。老後は、子どもに近くに住んで欲しいけれど、会

うのはたまにでもいい、子どもに世話をかけず自立して

生きていきたい、と思っているようです。

　最後の質問、『今後の恋愛や再婚』（重複回答）では、

恋愛や結婚に対し、「再婚せず恋愛だけしたい」（40％）、

「子どもが成人したら再婚したい」（5％）という積極派

（人生謳歌派）に対し、「恋愛も再婚もしたくない」（30％）

という消極派（こりC・Sり派）もいました。また、「法律

婚はしたくないが、同居したい」（20％）という中間派

もいました。そうです！人生、今も、老後も楽しみたい
ものです。

《図3：老後の不安》

　　O　5　10 15　20　25　30　35
40

　　　　経済的基盤

　　自分の健康・病気
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●まとめ

　このアンケートから見えてくるシングルマザーは、「経

済的基盤と健康に関心と不安を持ちながら、老後は自分

の家に住み、向学心を持って気の合う友人と趣味や余暇

を楽しみ、子どもに世話をかけず自立して生きていきた

い。子どもと会うのはたまにでもいいけれど、できれば

近くに住んでもらいたい」ようです。　　　　　ノ1

＼回答者の皆さんはかなり精神的自立ができていらっ
しゃるので、経済的基盤が盤石で健康ならば、幸せな老

後を迎えられそうですね。

　ざて盤石な経済的基盤を持ち、健康でいられるには、

どうずればいいのでしょう。回答いただいた方へのイン

タビューなどで、探っていきたいと思います。

（3）



2011年7月1日隔月1日発行第257号発行ハンド・イン・ハンド

老後予報～老後への思いと実生活～

「手に職」で子どもを育て’あげ。

老後の生活資金稼ぎに定年はなし。
（聞き手：円よリ子代表）

Nさん　岡山県在住・59歳

【家族構成】

息子（33）社会人　（同居）

娘（32）　主婦（別居）

【パーソナルデータ】

・会社員（定年は65歳）

・離婚して28年
・持ち家（築23年）

　《家計簿内訳・2011年5月分》

　　　　　　★収入★

会社給与　300，000円

冒1　　　　30000

　　　　　330，000円

★支出★

食費（外食含む）　45，000円

光熱費（電気・ガス）　1　6，000円

水道代（2ヶ月）4，789円
通信費（電話・インターネット）

　　　　　　　　15，000円

新聞・書籍　6，000円

医療費　8，870円

かソリン代　11，000円

駐車場代　10，000円

日用雑貨　8，000円

交際費（法事）　70，000円

遊興費　7，000円

家庭菜園（苗・肥料）　5，000円

習い事月謝4，000円
国民年金　15，100円

固定資産税　35，000円

自動車税　39，500円

生命保険（3社）29，000円
自動車保険　4，000円

積立　　　　　10000
343，259円

《離婚後、

　　　資格をとって正社員に》

　息子が5歳、娘が4歳のと
きに、二人を連れて家を出まし
た。最初は農家の離れを借りて
住んでいましたが、見かねたの
か離婚に反対していた父が二世
帯住宅を建てて迎えてくれまし
た。今は父も母も亡くなり、相
続して、息子と二人で住んでい
ます。月々の家賃がかからない
のはありがたいですが、屋根の
補修だとか手入れにまとまった
お金がかかります。

　結婚前はいわゆるOしでした
し結婚してからは専業主婦で、

手に職もなかったので、離婚後
に児童扶養手当をもらいながら
半年間学校に通って医療事務の
資格をとりました。

　最初は請負、今でいう派遣の
ようなかんじではじめて、個人
事業になって、平成3年から
正社員になりました。個人事業
だと仕事があったりなかったり
で不安ですし、国民年金より厚
生年金のほうが負担も軽いです
し、やはり正社員のほうが安心
です。

　　《家計は収支とんとん》

　今の収入は月々手取リで30
万円くらいです。それに休日診
療所の受付など副業で3万円ほ
ど。本業のボーナスは会社の業

標準的な一日の行動

、サ
遇しだいですが年に2回。で
きるだけ貯金にまわすようして
いますが、家の修理などなにか
と出ていくものも多く、思うよ

うにはたまりません。5月のよ
うに法事で遠出したり、税金や

保険料の払い込みがあると、支
出のほうが多くなってしまいま
す。普段はだいたいとんとんで
す。

　どこか削るとしたら…通勤や
仕事に使っているとはいえ、ガ
ソリン代がちょっとかかりすぎ
ているかなとは思っています。

最寄の駅まで歩いて15分くら
いかかるのでつい車に乗ってし
まって。あとは通信費と光熱費
がかかってますね。今は息子と
二人で住んでいますが両親と私
と子ども二人の二世帯住宅でし
たので、広いんです。二階は嫁
いだ娘の部屋を残して私が自分
用のリビング、仕事部屋、寝室
に使っています。息子は一階を
使っています。部屋が多いので
どうしても光熱費がかざみます
ね。食費は息子と二人分です
が、自分一人分だったとしても
1万円くらいしか変わらないと
思います。

oo　03　06　09　12　15　lg　2・1　24

食事・身支度

　　読書など
　風呂
食事

（4）



2011年7月1日　隔月1日発行　第257号発行　ハンド・イン・ハンド

「子どもHAPPY化計画」展開中！

　　　wwvv　kodrtncheppy，　com

　　《仕事と趣味で忙しく》

　朝は6時に起きて7時半頃
に家を出ます。通勤が60分か
かるので。定時は9時～17時
ですが仕事に波があってかなり

不規則で、月末月初は家に仕事
を持ち帰ったり、日曜出勤もあ
ります。家に帰ると、週末にま

とめ買いしておいたものを料理
して、ひとりで食べます。息子
とは生活のリズムがあわないの
で。お風呂にはいって、パソコ

ンでメールしたりごそごそして
いるとあっという間に時間が経

ち、10時半くらいには床につ
きます。

　週末には習い事をしたり、月
に一回趣味の美術館めぐりをし

ます。今年から本格的に家庭菜
園をはじめて、トマトやきゅう
り、茄子、ピーマン、ハーブな

どを育てて楽しんでいます。長
年の仲間たちと旅行に行ったり
みんなで味噌作りをしたり、充
実しています。

《老後はまだ想像できません》

　私にとっては老後というと
75歳くらいからでしょうか。

勤め先の定年が60歳で本当は
あと1年なのですが、65歳ま
で延長していただきました。

　年をとっても社会とつながっ
ていたいと思います。仕事も
ずっとしていたいので、65歳
になったら、また個人事業とい

家の間取り図：建坪49坪ノ敷地面積90坪
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疑

うかたちで仕事を続けざせてい
ただけるようお願いしてみよう
かとも考えています。仕事先の
人も若い人に代替わりしていく
でしょうから、お仕事をいただ
ければ、ですが。

　退職したら平日の日中がぽっ

かり空きますね…。空いた時間
をどう過ごすか、今はまだ想像
がつきません。

　年金は月に10万円くらいの
予定です。それだけではやって
いけないので、貯金を切り崩す
ことになるでしょうが、やはり
何か仕事をしないとですね。

　既に両親の介護も終わってい
ますし、娘も嫁いで、残る心配
事は息子でしょうか。自分の夢
にむかって一生懸命がんばって
いるようですが、正社員ではな
いので不安定で。離婚を経験し
た友人が、今度は子どもの離婚

問題で悩んでいるといった話も
聞きます。親の心配はつきない
ものですね。子どもと近くに住
みたいとは思いますが、世話に
なろうとは思っていません。老

後も健康でいられるよう、3B
体操というボールをつかった体
操をして健康維持に励んでいま
す。老後は友人との交流や、趣
味の活動をいろいろしたいと
思っていますが、想像できない
というのが今の本音です。（完）

　　円より子からひと言

今や人生100年の時代。

70、80は「鼻たれ小僧」と言う人もいます。

でも個体差があって

50でも老けてるなあと思える人もいますよね。

元気で若々しい人に共通しているのは

自ら人生を切り拓く能動性が高いこと、

そして汗をかくことを厭わないことでしょうか。

難聴1無◎

（5）



2011年7月1日　隔月1日発行　第257号発行　ハンド・イン・ハンド

～会員さんからのお手紙ご紹介～

「PPK。半年くらい前に死期を知りたい。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千葉県Y．S．さ’ん

　会報送っていただき有難うございました。早速読ませていただきました。

　今回のアンケートは老後について、という事で、離婚して4年で中高生の子供を抱え、

これからかかるであろう学費等の支出で頭が一杯の私には回答する事ができませんでしたが、
興味深く読ませていただきました。

　今回アンケートに回答された方々は、離婚後の厳しい生活を乗り越え、
子育てに関しては落ち着く時期を迎えている方々。

大変ではあったと思いますが、今よりは景気もましで、仕事もあった…

これからは、自分の仕事もさる事ながら、学校を卒業した子供が

はたして自立できる仕事を見つけられるのかさえわからない…日々不安です。
　でも、いつ何が起きるかは本当にわからないもの。地震のあった日、有楽町から歩いて帰りました。

　日頃鍛えていませんし、運動靴でもなく、10時間かかりましたが、
母子家庭だからウチには大人は一人しかいない。

　優しい母とは言えない私でも、とにかく一刻も早く子供の顔が見たくて…津波に遭われた方々、

一瞬で子供がいなくなるなんて！本当に想像もできません…
阪神大震災の時は尼崎にいて、自宅半壊程度の被災者仲間ではありましたが、

今回の地震、津波はまるで規模が違う…頑張ってと軽々に言っては
いけないとは思いますが、みなさん乗り越えて下さいますように。

　改めて自分に立ち返れば、子供も住まいもとりあえず無事で、いつも通りの日常が送れるのです
から…かなり底辺レベルの暮らしでも。

　まだ将来や老後については考える余裕もありませんが、とりあえず子供たちが独立するまで
頑張ろうと思います。
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【
第
四
回
】
「
笑
い
」
は
ス
ト
レ
ッ
チ
よ
リ
効
果
的
？

　
刈
ら
れ
た
後
の
十
セ
ン
チ
位
の
茎
が
残
る
麦
畑
の
穴
か
ら

日
暮
れ
に
な
る
と
産
ま
れ
て
一
週
間
く
ら
い
の
野
う
さ
ぎ
の

赤
ち
ゃ
ん
が
出
て
き
ま
す
。
た
っ
た
一
匹
で
穴
に
い
て
空
腹

で
出
て
き
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
一
直
線
に
走
っ
て
い
き
ま

す
。
ど
こ
か
目
的
地
で
も
あ
る
の
か
な
。
す
る
と
別
の
方
向

か
ら
も
同
じ
大
き
さ
の
野
う
さ
ぎ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
走
っ
て
き

て
落
ち
あ
い
、
く
ん
く
ん
匂
い
を
か
ぎ
な
め
あ
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
も
兄
弟
の
よ
う
で
す
。
そ
こ
へ
母
う
さ
ぎ
が
や
っ
て
き

て
、
二
匹
に
母
乳
を
飲
ま
せ
る
。
そ
の
二
匹
は
嬉
し
そ
う
に

母
親
と
じ
ゃ
れ
て
遊
び
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
穴
に
帰
っ
て
い

き
ま
す
。
産
ま
れ
て
三
～
四
日
は
兄
弟
一
緒
に
い
ま
す
が
、

猛
禽
類
な
ど
に
襲
わ
れ
る
危
険
を
分
散
す
る
た
め
一
匹
ず
つ

に
な
る
と
い
い
ま
す
。

●
そ
れ
忙
し
て
も
ち
や
ん
と
日
中
は
穴
に
潜
ん
で
い
て
、
時

計
も
な
い
の
に
時
間
を
ま
ち
が
わ
ず
母
親
と
落
ち
合
う
場
所

に
行
け
る
な
ん
て
す
ご
い
と
変
な
感
心
の
仕
方
を
し
な
が

ら
、
母
親
に
会
う
た
め
走
っ
て
行
き
じ
ゃ
れ
あ
う
け
な
げ
な

姿
に
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
き
ま
す
。

　
実
は
こ
れ
、
先
週
の
日
曜
日
の
テ
レ
ビ
番
組
で
す
。
「
ダ

ー
ウ
ィ
ン
が
来
た
」
と
い
う
も
の
で
、
時
間
が
あ
れ
ば
必
ず

見
ま
す
。
メ
ス
に
気
に
入
っ
て
も
ら
う
た
め
に
涙
ぐ
ま
し
い

努
力
を
す
る
オ
ス
の
鳥
を
み
る
と
笑
っ
て
し
ま
う
し
、
育
児

に
協
力
す
る
動
物
た
ち
の
姿
に
も
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　
我
が
家
に
も
チ
ン
チ
ラ
ゴ
ー
ル
デ
ン
の
メ
ス
猫
が
い
て
、

帰
宅
す
る
と
玄
関
で
待
っ
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
の
始
末
や
食

事
の
世
話
等
、
も
ち
ろ
ん
生
き
物
と
暮
ら
す
こ
と
は
そ
れ
な

り
に
時
間
も
と
ら
れ
眠
い
の
に
起
こ
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
旅

行
が
で
き
な
い
か
ら
イ
ヤ
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
で
も
、
ス

ト
レ
ッ
チ
を
し
て
い
る
私
の
手
の
影
を
追
っ
て
走
る
無
邪
気

な
姿
に
毎
日
笑
っ
て
い
る
私
。
笑
い
は
人
を
ゆ
っ
た
り
さ
せ

筋
肉
ま
で
緩
め
て
く
れ
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
よ
り
効
果
的
か

も
。
あ
な
た
の
生
活
、
笑
わ
せ
て
く
れ
る
も
の
あ
り
ま
す
か
。

円
よ
り
子
の

「
の
ん
び
り
歩
こ
う
一
一
コ
一
一
コ
ら
い
ふ
」

　
女
が
ひ
と
り
で
生
き
て
い
く
の
っ
て
ほ
ん
と
う
に
大
変
。
辛
い
こ
と
や

　
悲
し
い
こ
と
を
笑
い
飛
ば
し
て
、
し
な
や
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
て
ま

　
　
い
り
ま
し
ょ
う
一
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2011年7月1日　隔月1日発行　第257号発行　ハンド・イン・ハンド

シリー視釦1大軍災を乗り越㊧る一．『災害用伝言ダイヤル』
　　　　　母子家庭や、ひとりでお住まいの母子家庭OGに必要な震災対策情報をシリーズ化してお届けします。

　　　　　「我が家ではこんなことをしている」「みんなはどうしているのか知りたい」などあれば、どしどしお寄せ

　　　　　くだざい。備えあれば憂いなし。みんなで知恵を出しあいましょう！

　震災の後、テレビで「災害用伝言ダイヤル」

のコマーシャルを頻繁に目にしました。

みなざんは、自分が災害にあって、電話が通

じないときに、親しい人に連絡をとる方法を

知っていますか？

　若い人の間では、TwitterやFacebookな
どが使われたようですがふだんから使ってい

ない人には難しいものです。知られているよ
うで知られていない、「災害用伝言ダイヤル」

について調べてみました。

　「災害用伝言ダイヤル」は災害が起きると

通信会社がサービスをはじめるもので、被災

地の人が安否情報を登録し、被災地内外の人

がアクセスしてそれを確認する仕組みです。

　周りの人に「災害用伝言ダイヤル」って知っ

てる？」と聞いてみると、「『171』でしょう？」

と返ってきました。「171」はあくまでも「N下「」

の固定電話の番号をもっている人が対象の

サービスです。　　　　　　　　　　　／

　携帯しかもっていない人がずいぶん増えま

したが、そういう人は契約している通信会社
がそれぞれで運営する「災害用伝言ダイヤル」

を利用します。

　ここで注意しなくてはいけないことが一
つ。「171」は声を吹き込むことができますが、

携帯会社が運営するものは、「文字入力方式」

です（例外もあります）。

　ふだん通話だけで、メールやモバイルサイ

トを利用していない方や、小ざな文字が見え

づらい方には、ハードルが高いでしょう。い

ぎという時に備えて登録方法を確認しておく

ことをお勧めします。（災害時以外では使用

できませんが、デモができるものもありま
す。）

災害時にパニックにならないよう、使用方法

を紙に打ち出したものを防災グッズにいれて

おきましょう。ざらに、親しい人と災害時の

連絡手段を決めておくと安心ですね。

安否情報登録

匿艶態

r瀦箏です
「自宅嚢こいます

「麗があります
「選難所畳こいます

ココメントスカ

「
劃
一’崇繋酎霞噸通で
はお客篠臼身の電括醤

号及び登蘇B時が表示き
れます。

無躯ン1は穀大西角fco1
字まで入力でさ簾す．

蟻安否鯛嬢の登錬が80
件を超えた場合、豊録済
みの古い触一ノから扇に

上書きされま嵐

飾民∈b煎

※参考（SoftBank回面）
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廿
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・
。
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・
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ま
ず
は
あ
な
た
が
ど
う
し
た
い
の
か
、
結

A　
　
婚
に
何
を
求
め
る
の
か
、
ど
う
い
う
家
庭

を
築
き
た
い
の
か
、
真
剣
に
考
え
る
こ
と
か
ら

始
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
セ
ッ
ク
ス
は
婚
姻
の
本
質
的
要
素
で
す
か

ら
、
一
方
当
事
者
が
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
に
我
慢
が

出
来
な
い
な
ら
離
婚
を
要
求
さ
れ
て
も
や
む
を

得
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
双
方
が
納
得

し
て
い
る
な
ら
、
あ
る
い
は
我
慢
で
き
る
な
ら
、

別
に
か
ま
わ
な
い
こ
と
で
、
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
の

夫
婦
は
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
他
に
付
き
合
っ
て
い
る
人
が
い
て
、
そ
の

結
果
夫
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
な
ら

（
ま
じ
め
な
恋
愛
で
あ
れ
ば
両
立
で
き
な
い
と

い
う
の
は
当
然
で
す
か
ら
）
、
安
定
し
た
生
活

を
夫
に
求
め
、
恋
愛
感
情
や
性
的
な
充
足
を
恋

人
に
求
め
る
と
い
う
使
い
分
け
は
、
夫
・
恋
人

双
方
に
対
し
て
失
礼
な
こ
と
で
す
。

　
仮
に
あ
な
た
が
離
婚
を
選
択
す
る
と
し
て
、

詳
し
い
事
情
が
分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
あ
な
た
が

有
責
配
偶
者
か
ど
う
か
の
判
断
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
恋
人
の
存
在
が
離
婚
の
原
因
な
ら
、
夫
が

離
婚
を
承
諾
し
て
く
れ
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん

が
、
承
諾
し
て
く
れ
な
い
と
な
る
と
こ
と
は
そ

う
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
り
の
別
居

期
間
と
、
慰
謝
料
の
提
案
は
必
要
で
す
。

　
仮
に
あ
な
た
が
離
婚
を
選
択
し
な
い
と
し
て

も
、
い
つ
ま
で
も
夫
を
だ
ま
せ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
夫
か
ら
離
婚
請
求
さ
れ
た
ら

裁
判
所
は
離
婚
を
認
め
る
で
し
ょ
う
。
離
婚
し

た
場
合
の
リ
ス
ク
よ
り
、
現
状
を
継
続
す
る
こ

と
の
リ
ス
ク
（
夫
か
ら
離
婚
を
要
求
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
）
を
案
じ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
配
偶
者
が
い
て
も
配
偶
者
以
外
の
人

を
好
き
に
な
る
こ
と
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
は
自
分
に
も
恋
人
に

も
夫
に
も
、
も
う
少
し
誠
実
に
対
応
す
べ
き
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。

　
　
結
婚
し
て
5
年
に
な
り
ま
す
。
主
人

Q　
　
と
は
恋
愛
結
婚
で
、
子
ど
も
は
い
ま

せ
ん
。
主
人
の
両
親
と
二
世
帯
住
宅
で
同

居
し
て
い
て
関
係
性
は
良
好
で
す
。

　
一
年
く
ら
い
前
か
ら
好
き
な
人
が
で
き

て
お
つ
き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
主
人
に

は
気
づ
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
最
近
子
ど
も

が
欲
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
家
族
以
上

に
は
思
え
ず
、
セ
ッ
ク
ス
を
す
る
の
が
い

や
で
す
。
拒
み
続
け
て
い
ま
す
が
、
そ
ろ

そ
ろ
言
い
訳
も
尽
き
ま
し
た
。
主
人
と
は

仲
が
悪
い
わ
け
で
は
な
く
、
家
族
と
し
て

大
切
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
付
き
合
っ
て
い
る
人
は
、
私
が
主
人
と

離
婚
し
て
自
分
と
結
婚
し
た
い
の
な
ら
結

婚
し
て
も
い
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
彼
と

結
婚
し
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
精

神
的
に
も
経
済
的
に
も
安
定
し
た
今
の
生

活
や
、
主
人
や
大
切
に
し
て
く
れ
る
義
父

母
の
こ
と
を
思
う
と
悩
み
ま
す
。

　
も
し
今
離
婚
し
た
場
合
、
ど
ん
な
リ
ス

ク
が
あ
る
の
か
も
不
安
で
す
。
主
人
に
何

か
非
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
男
性

と
し
て
み
れ
な
く
な
っ
て
、
も
う
彼
の
求

め
に
応
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
《
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